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商 号
商 標
本 社
業 種
創 業
代 表 者
資 本 金
従業員数

株式会社　大真空

兵庫県加古川市平岡町新在家1389
電子部品および電子機器の製造販売
昭和34年11月3日（1959年）
代表取締役社長　長谷川　宗平
193億44百万
765名（2012年6月現在）　

：
：
：
：
：
：
：
：

対象範囲
（株）大真空　　
　本社　鳥取事業所　徳島事業所
　神崎工場　西脇工場　中央研究所　物流センター
（株）九州大真空　　　
天津大真空有限公司　
PT.KDS INDONESIA　

対象期間
2010年4月～2012年3月の活動実績を中心に作成しています。

対象期間内の事業上の変更

特になし

参考ガイドライン

環境報告書ガイドライン2012：環境省

̶　環　境　理　念　̶
大真空グループは環境保全活動を重要な経営方針の一つと捉え、環境と調和する企業活動を通して、持続的
に発展可能な社会の創造に貢献します。

̶　方　　針　̶
大真空グループは、水晶応用製品の開発、製造及び販売等にかかわる企業活動全ての領域において、地球環
境保全に対する取り組みを推進します。
１．環境負荷物質の適正管理と削減に取り組み、環境に配慮した商品を提供します。
２．資源の有効利用と環境汚染防止のため、廃棄物の発生抑制、再使用、リサイクルなど廃棄物の削減と適
正処理に取り組みます。

３．地球温暖化防止のため、省エネルギー活動及びCO2排出削減に取り組みます。
４．環境に関する法律、基準、協定及び当社が同意したその他の要求事項を順守します。
５．この環境方針に基づき環境目的及び目標を設定し、活動を推進するとともに定期的な見直しを行な
い、環境マネジメントシステムの継続的改善を図ります。

６．環境方針を全従業員及び当グループの活動に従事する全ての人に周知し、教育訓練や啓蒙活動を通じ
て環境保全に対する自覚と意識の向上に取り組みます。

７．環境保全活動に関する情報を公開します。

大真空グループ環境方針

代表取締役社長　長谷川　宗平

　当社は、環境保全活動を重要な経営方針の一つと捉え、環境と調和する企

業活動を通して、持続的に発展可能な社会の創造に貢献したいと考えていま

す。

　我々の生活をより豊かで便利にするエレクトロニクス社会は、日々進化を

続けています。燃費を著しく向上させ環境に配慮したハイブリッド自動車に続

き、家庭でも充電が可能な電気自動車も市場に投入されました。再生可能エ

ネルギーの流れを最適化するスマートグリッドやスマートハウスなどが融合

して、環境負荷を低減するスマートシティ構想が世界各国で始まっています。

また、ネットワークのユビキタス化における立役者の一つスマートフォンの拡

大は継続しています。我々が製造/販売する水晶デバイスは、これらアプリケ

ーションに提供され、新しいマーケットとともに拡大が見込まれます。

　大真空グループとして、水晶デバイスの開発/製造などの我々が行う企業

活動において、環境負荷物質の適正管理と削減、省エネルギー活動やCO2

排出削減など、地球環境保全に対する取り組みを推進してまいります。

　本環境報告書が皆様方の当社の環境保全活動に対するご理解への一助と

なれば幸いです。

天津大真空有限公司

PT. KDS INDONESIA

国 内生産拠点
海外生産拠点

本社

鳥取事業所

神 崎 工 場

（株）九州大真空

西 脇 工 場

中央研究所

徳島事業所

物流センター
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環境マネジメントシステム
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組織の体制 環境監査
　環境マネジメントシステムを運用するために、拠点ごとに環
境管理委員会を設置、全社を統括する組織として全社環境管
理委員会を設置しています。全社環境管理委員会では大真
空グループにおける環境活動の方向性、活動実績について審
議・決定を行い、PDCAサイクルを効果的に運用し、継続的な
改善に努めています。

　環境マネジメントシステムを効率よく運用していく上では、
環境管理が適切に運用されているかを確認し、問題点に対し
ては是正することが重要です。
　大真空グループではマネジメントシステムのチェック機能
として、内部環境監査を年１回実施しています。内部環境監
査結果は経営層に報告され、有効性・改善点を審議し、環境マ
ネジメントシステムの継続的改善に繋げています。
　また、適切な内部監査を実施するために、内部環境監査員を
養成し、社内資格要件を満たした者を選任しています。

ISO14001認証取得状況

緊急事態への対応

　大真空グループでは国際標準規格のISO14001の認証
を取得しています。2000年の認証取得当初から国内全拠
点で統合した認証を取得し、大真空グループ全体でのマネジ
メントシステムの運用をしています。今後もISO14001に沿
った環境マネジメントシステムを活用して、環境保全に取り組
みます。
　また、海外生産拠点である天津大真空有限公司・PT.KDS 
INDONESIAにおいても、ISO14001を認証取得し、国内
と連携を取りながら、環境保全活動に取り組んでいます。

　各拠点では、想定される緊急事態や事故を特定するととも
に、周辺への影響を最小限に食い止める為に、対応手順をま
とめた「緊急時対応プログラム」を作成しています。
　環境月間の６月には、緊急時の訓練と合わせて、緊急時対
応プログラムの有効性確認を実施し、連絡経路・使用する用
具の設置場所や数量などをチェックし、緊急事態・事故への体
制を整えています。

内 部 監 査 員

鳥 取 環 境 管 理 委 員 会

徳 島 環 境 管 理 委 員 会

西 脇 環 境 管 理 委 員 会

神 崎 環 境 管 理 委 員 会

中央研究所環境管理委員会

本 社 環 境 管 理 委 員 会

物 流 環 境 管 理 委 員 会

宮 崎 環 境 管 理 委 員 会

社 長
取 締 役
執 行 責 任 者

管 理 責 任 者

全社環境管理委員会
（事務局：品質部）

環 境 ビ ジ ョ ン環 境 ビ ジ ョ ン

製品の環境配慮

コミュニケーション

事業活動での
環境配慮

環境経営

地球環境との調和
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Action
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拠　点
Action
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Action

Check
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Action 見直し

Check 点　検

Plan

Do

全社環境管理
　　　　委員会

計　画

実　施

薬品漏洩を想定した訓練風景（徳島事業所）

ISO14001認証取得一覧
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　PCB（ポリ塩化ビフェニル）は生体に対する毒性が強

く、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関

する特別措置法」により、2016年7月までに適正に処理

を行うことが義務付けられています。

　大真空グループでは、PCB廃棄物を適正に保管すると

ともに、法に基づく2016年処理の完了のため、日本環境

安全事業(株)への早期登録を実施し、西脇工場、神崎工場

では2010年10月に適正処理が完了しました。

　大真空グループでは、PRTR法で指定された化学物質

を管理しています。2008年11月の法改正に伴い、

2010年度より対象物質が変更されました。354物質か

ら462物質に増加されたことに伴い、対象化学物質取扱

量も増加しています。

※PRTR法：特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理

　の改善の促進に関する法律

　化学物質を取り扱う事業者に化学物質の排出量･移動量等の

　届出を義務付ける制度

PCB廃棄物の適正管理

PRTR法対象化学物質の管理

　当社の事業活動に伴い排出される産業廃棄物は社外の

処理業者に委託しています。産業廃棄物の処理における

排出事業者の責任は重要であり、当社では廃棄物の処理・

管理のルールを定め、処理委託先の監視を行っています。

　処理委託する際には、事前に現地パトロールを行い、ま

た処理委託後も、毎年現地パトロールを実施しています。

廃棄物のリスク管理

　法規制の順守は事業活動を展開していく上で、重要な

要素であり、大真空グループでは、環境マネジメントシス

テムを有効活用し、法規制違反の発生防止に努めていま

す。

　2010-2011年度の期間、法規制基準値を超える事案

は発生しませんでした。

法規制の順守状況

廃棄物の削減・資源のリサイクル

　大真空グループは、廃棄物の埋立・焼却処分量の削減

と、廃棄物の発生量そのものを抑える活動に取り組んで

います。廃棄物発生量は、2008年度以降はほぼ横ばい

で推移しています。

　製造工程では、使用する薬品の改善により、汚泥発生量

を削減することができました。また、産業廃棄物として処

理していたものを再資源化・有価物化するなど、廃棄物の

削減活動を実施しています。

地球温暖化の防止

　大真空グループでは、二酸化炭素（CO2）など温室効果
ガス排出量の削減活動を推進しています。
　生産拠点では、照明のインバーター化、空調設備の省エ
ネルギータイプへの更新を行う一方、原単位の改善とし
て、生産設備の高効率稼動や、不良率低減対策にも取り組
んでいます。
　また、空調機設定温度の適正化や、照明・OA機器の小ま
めな停止など、従業員1人１人が参加する活動も積極的に
実施しています。
　2010年度以降は、エネルギー使用の合理化に関する
法律が改正されたことを受け、エネルギー管理指定工場
だけではなく、会社全体で省エネ活動を展開しています。

5

鳥取事業所では、省エネルギー対策として、高効率コンプレッサーの更新
(2010年度)、空調設備の熱回収（2011年度）を行い、エネルギー使用
量を削減しました。
その他、ユーティリティ設備の稼動台数見直しや、使用電力の「見える化」
など、事業所全体で様々な活動に取り組んでいます。

コンプレッサーの更新

高効率コンプレッサー：1,000kWh／日削減
空調設備の熱回収    ：700kWh／日削減

省エネルギー活動事例
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省電力化製品の創出

　水晶製品の消費電力を小さくすることで、これらが使用

されているパソコンや携帯電話、薄型TVをはじめとする

電子機器の消費電力を減少させることができます。電力

の一部は火力発電で、CO2の発生を伴って作られている

ため、消費電力の減少がCO2削減に寄与しています。

　 水 晶 発 振 器を例にとると、D S O 2 2 1 S N

( 2 . 5×2 . 0×0 . 815mm )とその小型版である

DSO211AN (2.0×1.6×0.72mm)では、駆動電圧で

0.9VとDSO751SBの5Vの約1/5以下を達成してお

り、消費電力は、90mWから0.9mWと1/100以下に低

減しています。

　水晶製品を小型化することで、製品を構成する資源の

使用量を削減することができます。また、部材の使用量を

減少させることで、これらに残留している環境負荷物質の

量も減らすことができます。水晶振動子DSX1612Aを

例にとれば、DSX151GAと比較して重量で1/175、容

積で1/280となり、さらに鉛・クロムの使用量をゼロにす

ることができました。

製品中の環境負荷物質量推移
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鉛含有量（PbO・PbF2）
酸化クロム含有量（Cr203）

超小型・超薄型・超軽量1612サイズ
（1.6×1.2mm）

蛍光X線分析装置（品質部）

設計段階での化学物質管理

　水晶製品は、その設計・開発段階での環境への影響に対

して検証を行い、製品を構成する部材に環境負荷物質が

使用されていないことを、お取引先様から入手する化学

物質情報で確認しています。

　また、製品設計段階はもちろん、量産品においても定期

的に、自社XRF分析装置を用いて環境負荷物質の含有有

無を確認し、有害物質の流出を防止しています。

<小型化に関する技術>
マーキングインクを使った凸版によるマーキングからレ
ーザーによる金属もしくはセラミックへの加工によるマ
ーキング。
インクの使用をなくすとともに、小型化に伴う製品表面
への微細なマーキングも可能となりました。

＜フリップチップボンディング＞
ICとパッケージの接続を金線から金バンプと呼ばれる端
子と直接接続する。
実装面積やパッケージの高さを小さくすることができ、
小型化・省資源化がはかれました。

グリーン調達・化学物質管理

　大真空グループでは、欧州RoHS指令をはじめとする化

学物質関連の法規制や、顧客要望に対応した製品作りの

ため、上流メーカーにお願いする事項を定めた「環境関連

化学物質管理基準書」を制定しています。

　化学物質管理はサプライチェーン全体での取り組みが

重要となっており、上流メーカーと連携を取りながら、めま

ぐるしく変化する化学物質に関する法規制に対応していま

す。

REACH規則への対応

　欧州の化学物質規制であるREACH規則は2007年6

月に施行されました。　REACH規則では、高懸念物質

(SVHC)が約半年毎に公表され、製品中に0.1%以上含

有する場合、情報伝達の義務が生じます。

　REACH規則に対応するためには、サプライチェーン全

体での情報交換が確実に行われる必要があります。電子

部品メーカーである大真空グループでは、上流メーカー

への規制情報の伝達及び、情報の収集、お客様への適切

な情報提供ができる体制を構築しています。

※REACH規則：化学物質の登録・評価・認可及び制限に関する規則 
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国内拠点の環境負荷の現状

今回発行しました環境報告書は
大真空ホームページからでもダウンロードすることができます。

http://www.kds.info/

ホームページではその他、様々な情報を皆様に公開しております。

地域社会への貢献活動

　大真空グループでは、毎年会社周辺の地域美化活動を行っています。
　また、鳥取事業所では、春と秋の年2回鳥取市が主催している鳥取砂丘清掃活動に、2001年から継続して参加しています。昭
和55年から続く地域に定着した活動にこれからも継続して参加することで、地域社会に貢献していきます。

鳥取砂丘清掃（鳥取事業所） 事業所周辺の清掃活動（徳島事業所）
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（'11）
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水
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　東日本大震災により被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。また、被災され
ました地域の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
　2010-2011年は生物多様性条約（COP10）、気候変動枠組条約（COP16、
COP17）が開催され、国際社会において地球環境問題に対する意識は年々高まっていま
す。グローバルにビジネスを展開している当社にとっても、地球環境問題に対して果たすべ
き役割はますます大きくなっていると感じています。
その中で、持続可能な社会を目指して、環境と調和する企業活動を展開することが、当社の
社会的責任と考えています。
　製品の開発においては、小型化・省電力化といった環境に配慮した製品の創出に取り組
んでいます。また、生産活動に伴う廃棄物の発生抑制や、エネルギーの使用量の削減など、
日常の活動からも地球環境に貢献できるよう努力しております。
　本報告書やホームページを通じて、当社の活動の情報発信をしており、当社の活動を皆
様に理解していただければ幸いです。是非ご一読いただき、忌憚のないご意見をお願いす
るとともに、今後ともご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

持続可能な社会を目指して

海外拠点の環境負荷の現状

執行責任者

取締役　中澤　憲治
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